
第 67回 ニューロ・オンコロジィの会 

 

当番世話人    東京医科大学 脳神経外科 

深見 真二郎 

代表世話人    神戸大学 未来医工学研究開発センター/      

大学院医学研究科 医療創成工学専攻   村垣 善浩 

主   題 1） 『神経内視鏡とニューロ・オンコロジィ 』 

     2） 『脳神経外科領域で経験する非腫瘍性疾患 』 

 3） 『診断、治療に難渋した脳腫瘍症例、その他』 

 

日 時  ： 2025 年 8 月 2 日（土） 14：00‐17:50 

場 所  ： 東京女子医科大学・早稲田大学連携先端生命医科学研究教育施設（TWIns）  

〔注意〕現地開催のみで、Web での配信はありません。 

住 所  ： 東京都新宿区若松町 2-2 

当日連絡先 ： 東京女子医科大学 03-3353-8111（代表） 

 

プログラム 
 

第Ⅰ部  診断、治療に難渋した脳腫瘍症例、その他         14:00～14:40 

座 長  永井 健太 先生 （東京医科大学 脳神経外科） 
 

Ⅰ-1. 『術前画像による鑑別診断に苦慮したvon Hippel-Lindau患者における腎細胞癌が小脳血管芽種へ転移した一例』  

齊藤 孝司 先生 （国立がん研究センター中央病院 脳脊髄腫瘍科）                    （発表6分、討論2分）  

 

Ⅰ-2. 『診断と治療に難渋した小児のテント上下腫瘍の症例』 （発表6分、討論2分） 

       高見 浩数先生 （東京大学 脳神経外科） 

     

Ⅰ-3. 『定位生検術における未診断例の検討』 （発表6分、討論2分） 

   伊藤 泰智 先生 （東京女子医科大学 脳神経外科） 

     

Ⅰ-4. 『Endocpopic occipital transtentrial approachで摘出した松果体部腫瘍の2例』 （発表6分、討論2分） 

   北村 洋平 先生 （慶應義塾大学 脳神経外科） 

 

Ⅰ-5. 『分子診断時代にGliomatosis cerebriを定義する〜画像、病理形態、分子解析からの統合診断〜』 （発表6分、討論2分） 

   秋元 治朗 先生 （総合病院厚生中央病院 脳神経外科） 

     

     

共催セミナー：Meiji Seika ファルマ株式会社 

特別講演Ⅰ  14：40～15：25           座 長  深見 真二郎 先生 （ 東京医科大学 脳神経外科 ） 

『 悪性脳腫瘍に対する神経内視鏡手術の有用 』 

京都大学大学院医学研究科 健康医療 DX 講座 特定准教授     峰晴 陽平 先生 

 

= Break Time = 10 分 

 

第Ⅱ部  神経内視鏡とニューロ・オンコロジィ                 15：35～16：15 

座 長  中島 伸幸 先生 （東京医科大学 脳神経外科） 
                                               

Ⅱ-1. 『神経内視鏡生検にて診断したlymphomatosis cerebri』 （発表6分、討論2分） 

   小野寺 翔 先生 （東京医科大学 脳神経外科） 



【お知らせ】 
 

⚫ 参加費として、3,000 円を申し受けます。 

⚫ 右の二次元コードより、事前にクレジット決済をお願いします。 

当日の、お手続きも可能です（１８時まで）。 

 

⚫ ご参加の先生方は、日本脳神経外科学会生涯教育研修会単位（脳腫瘍： 1 単

位）を取得できます。 

⚫ 本会におきましては、規則により旅費の負担ができませんことをご了承下さい。 

 
 

 

Ⅱ-2. 『側脳室体部を主座とし第三脳室内に及んだchoroid plexus papilloma の一例』 （発表6分、討論2分） 

   秋本 雄 先生 （筑波大学 脳神経外科） 

 

Ⅱ-3. 『コロイド嚢胞に対する内視鏡手術の治療経過と課題』 （発表6分、討論2分） 

   齋藤 紀彦先生 （東邦大学医療センター大橋病院 脳神経外科） 

 

Ⅱ-4. 『松果体部病変に対する段階的治療戦略：内視鏡的生検および摘出術の経験と成績』 （発表6分、討論2分） 

    齊藤 邦昭 先生 （杏林大学 脳神経外科） 

 

Ⅱ-5. 『内頚動脈外側病変に対する経鼻内視鏡手術』 （発表6分、討論2分） 

   石川 耕平 先生 （東京慈恵会医科大学附属病院 脳神経外科） 

 

 

共催セミナー：Meiji Seika ファルマ株式会社 

特別講演Ⅱ  16：15～17：00          座 長  深見 真二郎 先生 （ 東京医科大学 脳神経外科 ） 

『脳腫瘍病理診断の鑑別となる非腫瘍性疾患 -脱髄・炎症・感染症など-』 

近畿大学病院 病理診断科 教授        宍戸 由紀子 先生 
 

= Break Time = 10 分 
 

第Ⅲ部   脳神経外科領域で経験する非脳腫瘍疾患                   17：10～17：50  

座 長  秋元 治朗 先生 （総合病院厚生中央病院 脳神経外科） 
                                                      

Ⅲ-1. 『多発髄膜腫に類似した神経サルコイドーシスの一例』 （発表6分、討論2分） 

     石川 怜 先生 （亀田総合病院 脳神経外科） 

 

Ⅲ-2. 『開頭摘出により脳スパルガヌム症と判明した脳病変の1例』                              （発表6分、討論2分） 

    宮原 怜 先生 （順天堂大学病院 脳神経外科） 

 

Ⅲ-3. 『脳腫瘍疑い病変の正体を探る：画像診断を中心に』 （発表6分、討論2分） 

     松谷 智郎 先生 （千葉大学大学院医学研究院 脳神経外科） 

 

Ⅲ-4. 『閉塞性水頭症を契機に発見された60歳松果体胚腫の一例』     （発表6分、討論2分） 

池畠 慧先生 （帝京大学 脳神経外科） 

 

Ⅲ-5. 『占拠性病変による左下肢麻痺を呈した，IgG4関連頭蓋内偽腫瘍の一例』                     （発表6分、討論2分） 

       久保田 修平 先生  （東邦大学医療センター大森病院 脳神経外科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

主催：ニューロ・オンコロジィの会 
共催（特別講演）：Meiji Seika ファルマ株式会社 


